
2011年（平成23年）12月25日

蘭越町立蘭越小教諭　三和　史朗

②

地
区
セ
ミ
ナ
ー
は
初
開
催
の
稚
内
・
宗
谷
（
1
1
月
5
日
・

稚
内
市
立
図
書
館
、
参
加
3
0
人
）
　
の
ほ
か
、
旭
川
（
1
0
月
訪

日
・
旭
川
市
立
常
盤
中
、
同
知
人
）
と
苫
小
牧
・
日
高
（
1
2

月
2
日
・
苫
小
牧
市
立
美
園
小
、
同
お
人
）
で
そ
れ
ぞ
れ
公

開
授
業
や
実
践
発
表
を
行
っ
た
。

複
式
学
級
で
新
聞
づ
く
り

記
念
す
べ
き
第
1
回
は
ア
ド

パ
イ
ザ
ー
の
菊
池
安
吾
・

中
校
長
が
講
演
、
新
学
習

指
導
要
領
の
も
と
で
の

新
聞
活
用
法
を
紹
介
し

た
。
実
践
報
告
で
は
稚

内
市
立
宮
磯
小
の
高
橋

正
一
教
諭
＝
写
真
＝
が

3
、
4
年
の
複
式
学
級
で

新
聞
や
ポ
ス
タ
ー
づ
く
り
を
繰

り
返
す
こ
と
で
「
表
現
が
、
少

し
ず
つ
わ
か
り
や
す
く
な
っ

た
」
と
総
括
し
た
。

旭
川
市
立
常
盤
中
の
小
林
直

樹
教
諭
が
、
旭
川
セ
ミ
ナ
ー
の

公
開
授
業
や
N
I
E
活
動
を
長

続
き
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

紹
介
し
た
。
留
萌
高
の
増
子
優

二
教
諭
は
、
読
者
欄
へ
の
投
稿

を
通
じ
て
素
材
選
び
の
視
点
や

文
章
力
が
向
上
す
る
だ
け
で
な

く
、
生
活
態
度
や
受
験
に
も
良

い
影
響
を
与
え
る
と
述
べ
た
。

小
学
低
学
年
は
写
真
活
用
　
［
㈲
＝
凹

道
N
I
E
研
の
研
究
大
会
を

兼
ね
て
道
内
最
多
の
1
1
回
目
を

開
催
。
旭
川
市
立
常
盤
中
の
小

林
教
諭
が
公
開
授
業
で
、
学
校

行
事
で
製
作
し
た
新
聞
を
他
の

生
徒
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す

る
取
り
組
み
を
披
露
し
た
。

報
告
で
は
、
同
永
山
南
中
の

高
橋
寛
光
教
諭
が
、
新
聞
に
触

れ
る
こ
と
で
生
徒
の
会
話
に
記

事
の
話
題
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
事
例
を
報
告
し
た
＝
写
真

＝
。
同
愛
宕
東
小
の
大
武
敦
史

教
諭
も
紙
面
の
写
真
を
選
ん
で

朝
の
会
で
発
表
さ
せ
る
2
年
生

の
活
動
を
紹
介
し
、
「
低
晃

学
年
で
も
十
分
、
新
聞
が

活
用
で
き
る
」
と
強
調
し

た。
札
幌
旭
丘
高
の
高
瀬
敏

樹
教
諭
は
脱
原
発
集
会
の

記
事
か
ら
、
各
紙
の
取
り

上
げ
方
や
社
説
な
ど
、
論

調
に
大
き
な
違
い
が
あ
る

こ
と
に
気
付
か
せ
る
取
り
組
み

を
報
告
し
た
。

公
開
授
業
で

投
稿
に
挑
戦

苫
小
牧
市
立
美
園
小
の
大
谷

俊
之
教
諭
が
日
本
語
の
「
も
っ

た
い
な
い
」
を
世
界
に
広
め
た

ケ
ニ
ア
の
活
動
家
ワ
ン
ガ
リ
・

E
実
践
奮
闘
記

長
年
、
小
学
校
の
中
学
年

を
担
任
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
常
に
抱
い
て
い
た
問
題

意
識
は
「
新
聞
を
ど
う
書
か

せ
る
か
」
－
。
社
会
見
学
や

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
の

ま
と
め
活
動
に
、
新
聞
形
式

を
取
り
入
れ
る
教
員
は
多

い
。
自
分
も
か
つ
て
そ
う
だ

っ
た
よ
う
に
、
そ
う
し
た
新

聞
作
成
の
指
導
法
や
評
価
に

つ
い
て
、
我
流
で
や
っ
て
し

ま
い
、
子
ど
も
に
な
か
な
か

力
を
つ
け
ら
れ
な
い
ジ
レ
ン

マ
を
抱
え
て
い
た
。

そ
こ
で
、
「
新
聞
作
成
」
と

「
新
聞
を
読
む
こ
と
」
　
の
往

復
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
力

を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

仮
説
を
立
て
、
実
践
検
証
し

て
み
た
。

り
や
す
く
す
る
活
動
を
行
っ

た
。
一
面
に
対
す
る
見
方
が

育
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
新
聞

作
成
に
活
用
さ
せ
る
。
1
往

復
日
。

き
は
「
写
真
で
な
い
と
う
ま

く
伝
わ
ら
な
い
こ
と
」
、
コ

ラ
ム
は
「
感
想
」
と
い
う
よ

う
に
、
記
事
の
内
容
を
具
体

的
に
指
定
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
は
何
を
ど
う
書
け

ば
よ
い
か
が
見
え
て
き
た
。

読
解
と
作
成
反
復
し
学
習

ま
ず
、
本
物
の
新
聞
を
題

材
に
、
「
段
組
み
」
「
見
出
し
」

「
絵
解
き
」
「
コ
ラ
ム
」
と
い

っ
た
要
素
を
蛍
光
ペ
ン
で
マ

ー
キ
ン
グ
す
る
こ
と
で
わ
か

段
組
み
を
3
段
、
ト
ッ
プ

記
事
と
見
出
し
、
絵
解
き
、

コ
ラ
ム
の
3
つ
の
記
事
構
成

に
し
て
、
「
警
察
署
見
学
新

聞
」
を
作
成
し
た
。
ト
ッ
プ

記
事
は
「
見
学
で
一
番
印
象

に
残
っ
た
と
こ
ろ
」
、
絵
解

2
往
復
目
は
、
新
聞
記
事

本
文
の
分
析
で
あ
る
。
読
売

新
聞
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使

っ
て
記
事
の
書
き
方
に
つ
い

て
精
読
を
繰
り
返
し
た
。
そ

こ
に
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と

し
て
生
の
声
が
あ
る
こ
と
を

つ
か
み
、
次
の
復
路
で
あ
る

「
消
防
署
見
学
新
聞
」
に
活

用
さ
せ
た
。

3
往
復
目
は
、
見
出
し
の

作
り
方
。
多
く
の
記
事
を
比

較
さ
せ
た
り
、
見
出
し
部
分

を
隠
し
て
考
え
た
り
、
と
見

出
し
作
成
の
要
素
を
確
認

し
、
復
路
は
「
資
料
館
見
学

新
聞
」
に
活
用
さ
せ
た
。

一
度
に
多
く
の
も
の
を
指

導
す
る
の
で
は
な
く
、
少
し

ず
つ
習
得
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
、
．
新
聞
全
体
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
が
は
か
れ
る
よ
う
に
展

開
し
て
み
た
。
そ
の
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
は
ス
モ
ー

ル
ス
テ
ッ
プ
で
新
聞
活
用
の

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

マ
ー
タ
イ
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ビ
デ
オ
や
道
新
の
投
稿
記
事
を

参
考
に
、
実
際
に
投
稿
文
に
挑

戦
さ
せ
る
5
年
の
道
徳
授
業
を

公
開
し
た
＝
写
真
＝
。

報
告
で
は
洞
爺
湖
町
立
虻
田

小
の
冨
樫
忠
浩
教
諭
が
音
読
や

書
き
写
し
、
メ
モ
を
も
と
に
作

文
や
話
す
力
を
養
う
模
擬
授
業

を
細
介
し
た
。
新
冠
中
の
今
野

実
土
里
教
諭
は
宇
宙
開
発
を
主

導
し
て
き
た
米
国
の
成
り
立
ち

や
産
業
構
造
を
新
聞
か
ら
考
え

る
取
り
組
み
を
披
露
し
た
。

白
老
東
高
新
聞
局
な
ど
を
指

導
し
た
平
野
摂
子
元
教
諭
は
コ

ラ
ム
を
利
用
し
た
小
論
文
指
導

や
、
取
材
活
動
を
通
じ
て
人
間

関
係
を
学
ん
で
い
く
新
聞
局
員

の
成
長
の
様
子
を
紹
介
し
た
。

N
－
E
全
国
大
会

1
4
年
度
は
徳
島
で

2
0
1
4
年
開
催
の
第
1
9
回

N
I
E
全
国
大
会
は
、
徳
島
新

聞
を
主
管
社
に
、
徳
島
市
で
開

か
れ
る
こ
と
が
1
1
月
9
日
の
新

聞
協
会
博
物
館
・
N
I
E
委
員

会
で
決
ま
っ
た
。
日
程
は
7
月

下
旬
の
予
定
。

来
年
1
2
年
の
全
国
大
会
は
7

月
謝
、
3
1
日
に
福
井
市
で
、
翌

1
3
年
は
7
月
盟
、
訪
日
に
静
岡

市
で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
る
。


